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２
月
１８
日
、
第
１
回
さ
つ
ま
町
学
校
給
食

展
が
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
宮
之
城
店
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
学
校
給
食
の
現
状
を
多
く
の
方

に
見
て
い
た
だ
き
、
そ
の
意
義
・
役
割
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
共
に
、
家
庭
に
お

け
る
食
生
活
へ
の
改
善
、
地
域
社
会
と
の
連

携
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
、
町
内
３
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ

る
給
食
の
実
物
や
給
食
用
の
物
資
の
展
示
、

児
童
生
徒
の
給
食
に
関
す
る
図
画
作
品
、
徹

底
し
た
衛
生
管
理
の
も
と
学
校
給
食
が
出
来

る
ま
で
の
作
業
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
な
ど
が

掲
示
さ
れ
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
来
場
者
か
ら
は
「
ふ
だ
ん
見
学
す

る
機
会
の
な
い
調
理
場
の
様
子
が
よ
く
わ
か

っ
た
」
「
学
校
給
食
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

河
川
愛
護
県
知
事
表
彰

　
河
川
・
道
路
愛
護
町
表
彰

学
校
給
食
展
の
様
子

第
１
回
学
校
給
食
展

　
１
月
１４
日
、
少
林
寺
拳
法
宮
之
城
支
部
の

拳
士
が
宮
之
城
警
察
署
道
場
周
辺
で
空
き
缶

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目

的
に
同
支
部
の
初
稽
古
の
後
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、
道
路
わ
き
や
側
溝
な
ど
に
落
ち
て
い

る
空
き
缶
を
約
１
時
間
で
１
０
０
個
近
く
拾

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
が
準
備

し
た
あ
つ
あ
つ
の
ぜ
ん
ざ
い
と
揚
げ
餅
を
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う

�

２
月
２１
日
、
河
川
愛
護
県
知
事
表
彰
の
伝

達
式
が
町
長
室
で
行
わ
れ
、
角
郷
公
民
会
、

上
平
川
公
民
会
、
下
平
川
公
民
会
、
日
当
瀬

公
民
会
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�

ま
た
、
河
川
及
び
道
路
愛
護
町
表
彰
を
船

木
東
公
民
会
（
河
川
）
、
二
渡
町
公
民
会
（
河

川
）
、
中
間
公
民
会
（
河
川
）
、
弓
之
尾
公

民
会
（
道
路
）
が
受
賞
し
、
「
第
１
回
さ
つ

ま
町
民
大
会
」
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
共
に
河
川
・
道
路
の
環
境
美
化

活
動
な
ど
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
団
体
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

左から，日当瀬公民会，下平川公民会，
上平川公民会，角郷公民会

盈
進
小
吹
奏
楽
部

　
　
　
定
期
演
奏
会

　
２
月
１１
日
、
第
１６
回
盈
進
小
学
校
吹
奏
楽

部
定
期
演
奏
会
が
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
盈
進
小
学
校
吹
奏
楽
部
は
現
在
２
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
１６
人
で
活
動
さ
れ
て
お
り
、

少
な
い
な
が
ら
も
よ
く
練
習
さ
れ
た
迫
力
の

あ
る
演
奏
を
披
露
し
、
つ
め
か
け
た
観
客
の

方
々
も
大
変
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
之
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合

同
演
奏
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
先
輩
た
ち
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
が
加
わ
っ
た
味
わ
い
深

い
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

盈
進
小
と
宮
之
城
中
の
合
同
演
奏


